
９月定例教育委員会 会議録 

 

１、開催日時  平成２９年９月２６日（火）午後１時３０分から午後３時２０分 

 

２、開催場所  市役所２階第一会議室 

 

３、出席委員の氏名 

   教 育 長  梶原  清 

職務代理者  小林 重雄 

   委   員  小林 孝次、川村 直廣、上野 清、赤澤 敬子 

 

委員以外で出席した職員 

教育委員会教育次長、学校教育課長、学校教育課長補佐、生涯学習課長補佐、 

 

４、教育長開会宣言 

 

５、会期の決定 

 

６、今回会議録署名委員  

小林 重雄委員、小林 孝次委員が指名される。 

 

７、前回の会議録の承認 

  職員が８月定例会会議録を朗読し承認される。  

 

８、教育長報告 

平成２９年８月２８日から平成２９年９月２３日までの教育長活動が報告された。 

 

学校教育課長より、指定校変更１０件、区域外就学変更５件、について資料に基づき説明

を行い、申請事由が適正であることから承認・承諾を行うとともに、他市教育委員会との区

域外就学の協議を行った事務処理について報告がなされた。 

 

 



 

 

９、議 事 

 

  議第１０号 平成３０年度 教育予算方針（案）について 

 

［説明］学校教育課長 

  来月、１０月１２日（木）、市長との総合教育会議が開催されるが、その中の議題として

「平成３０年度教育予算方針について」がある。この教育委員会議で内容を確認・承認し

ていただき、総合教育会議の中で教育長から説明をお願いしたい。 

  教育予算方針では、教育振興基本計画の二つの基本目標に基づき、重点的に取り組む事

業をそれぞれ位置づけて作成した旨の報告があり、その内容について説明がされた。 

 

 ●英語特区及び外国語指導者招致事業の推進について 

 

 学校教育課長 

  本年の附属小の学校訪問の際には、校長先生から検定合格者を出したいという話しもさ

れていたが、実際には、大学と作成したカリキュラムでは、検定に合格することが目的で

はなく、また、そのための授業を新たに増やす事は出来ないことから、厳しいとの話であ

った。その他にも、受検料がかかることも積極的に進められない理由とのことであった。 

 

 小林重雄委員 

  検定合格者を出すのに、何が厳しいのか？ 

 

 学校教育課長 

  英語の聞く、話すは行っているが、書く事を勉強していないので、テストになると厳し

いと思う。しかし、せっかく特区になっているので検定合格者を出せば、ＰＲに繋がって

いくと思われる。 

 

 上野 清委員 

  英語検定をＰＲに使う事に関しては、特区と謳った以上は、学習指導要領に縛られるも

のではないので、今後、新学習指導要領においても、小学校３年生まで英語が下りてくる

ことを考えれば、特区なので、書くことも勉強したほうがいいと思う。 



 

 

 学校教育課長 

  大学と作成した独自のカリキュラムとして、スタートして３年が経過し、移行期間がこ

こで終わるので、その辺も考えていきたい。 

 

 川村直廣委員 

  附属小で現在、行っている授業は、何か別枠の中で週２時間行っているのか？ 

 

 学校教育課長 

  週１時間の外国語活動の時間と総合学習の時間の１時間を「英語科」として、授業を行

っている。 

 

 小林重雄委員 

  検定合格に向けて、何か工夫すべきだと思うが。 

 

 上野 清委員 

  目的として、検定を使うのではなく、日常的な学習の評価として検定を指標としていく

のなら、出来れば全員が受検をし、状況が確認できた方がいいと思う。そういう意味では、

財政的な補償をするという方向性で全員が受けられれば望ましい。 

 

 学校教育課長 

  校長先生と再度、検定に向けた取り組みについて、協議していきたい。 

 

 ●学生アシスタント・ティーチャー事業を核とした放課後学習の推進について 

 

 上野 清委員 

  ＳＡＴ事業について、当時は大学で、その活動が単位化されるという話の中で、評価に

ついては、大学が行うのか、派遣されている学校が行うのかという議論があったが、その

後どうなったのか？ 

 

 

 



 

 

 学校教育課長 

  平成２５年度から、大学の「教職実践演習」という形で単位化されたことに伴い、派遣

される学生の人数も以前より多くなった。評価については、大学で行っている。 

 

 小林孝次委員 

  学力向上フォローアップ事業に取り組んでいるが、その評価は、どうなっているのか？ 

 

 学校教育課長 

  現在、１１校中９校、フォローアップ事業を行っているが、評価は特に行っていない。

今後は、各学校に評価をお願いするようにしたい。 

 

 以上の発言あり。 

 

 梶原教育長が意見を求め協議したところ、原案のとおり承認された。 

 

【原案のとおり決定】 

 

１０、その他 

  

［説明］教育次長 

（１）生涯学習課関係イベント等について 

 

［説明］学校教育課長 

（１） 都留市議会９月定例会における一般質問ついて 

（２） 平成２９年度第１回都留市総合教育会議の開催について 

（３） 平成２９年度全国学力・学習状況調査の結果について 

（４） 平成３０年度入学児童就学時健康診断の実施について 

（５） 教育委員の研修会等について 

（６） その他 

 

【 了 知 】 

 

１０、教育長閉会宣言 

 


